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音節構造とモーラとの関係の検証
宮澤 俊雅
日本語のモーラが実際の文ではどのように使われているか，確認するた
めに，いくつかの文章を選んでその実態を示したいものと思っていたが，
その余裕が無かった。幸か不幸か，たまたま３箇月に亘って不意に世間か
ら隔絶された状態に相遇し，その無聊を慰める手立ての１つとして，パソ
コンは勿論，手持ちのテキストは取り寄せられず，ケータイ・電卓すら無
い状態で，紙とシャープペンシルと消しゴムを道具とし，資料はこれもた
またま見ることのできた「週刊文春」８月６日号（2009年）から１文を採
ることとした。見開き２ページのエッセイということで，「文春図書館」
中の「私の読書日記」の酒井順子「地図を開いて，内を向く」を選び出し
た。以下いろいろな数値は総て紙に書いたり消したりして集計し，筆算で
求めたものであり，完璧なものではありえない。酒井氏の文が3359モーラ
から成ることは２度も指折り数えて確認したが，音節に分解し集計した値
は，３度試みたにも拘わらず，その度ごとに異なるため，上記の数値に最
も近い３度目の集計・筆算を採ることとした（総計3266モーラで，上記
3359モーラの97.23％であることで有意と判断願いたい）。
酒井氏の文は，縦書き３部分から成る。各ページ30行５段組で p122
123の見開き２ページに収められている。本題・副題・著書名及び近影で
10行分５段が占められ，他に紹介本の表紙写真２つに各７行が使われてい
る。従って見開各行12字×30行×５段×２ページで本文自体は12字×｛（20
×５－７）＋（30×５－７）｝＝12字×236行＝2832字である。
酒井氏の文は３部分から成っており，各部分の始めが「×月×日」で１
行を占め，各部分の境い目に当る２箇所に空白行があるので，本文実数は
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12字231行で，2772字である。（実際には紹介本の著者名・出版社名・値段
はポイントを落としてある）。本稿では「税2000円」の部分は本文としな
かった。
３部分に別れた文を，仮に上中下と名づけると，上は10段落，中は６段
落，下は10段落から成り，各段落はほぼ２文より成り，句点によって区切
られる各文は大抵２～３の読点によって「文素」に分けられている。一応
それを表にして次に示す。総数は59文144読点203文素である。
本稿の趣旨とは関わらないが，酒井氏の文の独特な「きっぷ」の良さを
説明しておきたい。氏の文章の特徴は文末表現にある。いわく。
～がよくある。～ということに。～刊行された。／～されていること。
～低かった。／～距離も正確。～地図なのである。／大ヒットなのだ
そう。よくわかるのだった。／～軽くて便利。～決定しやすい。～で
きるのだった。／～があるのである。～理解できる。／～やってきた
ようだ。～発刊されているのである。／～立ちあがった。～という感
じ。／気がする。～鉄道は人気。～のではないか。／～鉄道本ブーム。
～なければいいのだが。／～だけではない。～様子である。～感があ
るのである。／～『食の地図』。～載っている。～向いている。／～
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段 落 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 計
上 文 数
読点数
文素数
３ ２ ２ ２ ３ ２ ２ ２ ３ ２
11 ５ ６ ２ ９ ７ ６ ３ ４ ３
14 ７ ８ ４ 12 ９ ８ ５ ７ ５
23
56
79
中 文 数
読点数
文素数
３ ３ ２ ３ ２ ３
８ ８ ２ ６ ５ ４
11 11 ４ ９ ７ ７
16
33
47
下 文 数
読点数
文素数
２ ２ １ ２ ２ ２ ４ ２ ２ ２
７ ４ ５ ３ ７ ７ ９ ４ ４ ５
９ ６ ６ ５ ９ ９ 13 ６ ６ ７
21
55
76
が多い。～Ｂ級名物も人気。／取りあげられる。～放送されていた。
～とても美味しそう…。／～なのかもしれない。～楽しいのだった。
／部分もある。～発展途上。～地図帳だった。／記してある（…して
いる）。～解説がある。～たまらぬ酸味とコク。～思ったのだった。
／～中国だったのである。／～ビール会社に就職。～開業したいとい
う方。／～が伝っている。～探したのだった。／巡らしている著者。
～米の未来である。／～てくれるこの本。～平気で巡る。旅体力も強
靭。～ものとなる。／載っていないこと。～思うのだが。～食べる著
者。～1942年生れとのこと。／六十代の人達。～心配になるのだった。
さて，酒井氏自身の口説は本文中に，
「あっ，この人もこの地図を持っている！」
「妙高高原駅は，昔は田口っていう駅だったのね。」
「イメージ戦略というやつ？」
「こんな所にこんな食べ物があるのか」
「こんど行ったら食べてみよう。」
「もっと食の情報をみっしりと載せてくれればいいのに」
「日本の食文化は奥が深いなぁ」
この口説を人はどのように受けとめるであろうか。多くの人は脳内に
「標準男性語」と「標準女性語」を創り上げた上で，男女ともに「標準女
性語」を蔑視する――それが「読んで聞いて正しい日本語」を主張する人
の平均的態度であろう。彼らの脳内文法では，酒井氏の口説は二重線（体
言文）が少なからず見られることから女性的と判決されるかも知れない。
しかし東京生まれの方ならわかるであろうが，この口説は実際には男女共
通して使われているのである。東京人は普段のしゃべり言葉では気にしな
いが，書き言葉になると「男言葉」と呼ばれる「けんか言葉」を使わざる
を得ないのである。酒井氏の文は体言文20，用言文37という割合いで「男
性度指数」を65に押さえてあり，私などにはまるで，
～がよくあるの。～刊行されたの。～されていることね。～低かった
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のよ。～距離も正確ね。～地図なのよ。～大ヒットなんだそうね。～
よくわかるの。～軽くて便利よ。～決定しやすいの。～思うこともで
きたのよ。～があるの。～理解できるのよね。……
よいう感じで，小意気な姐御の口説に酔いしれてしまいそうである。
酒井氏の文が何モーラから成っているか，指折り数えてみたら全部で
3359モーラであった。これを私が普通に２度朗読したところ，ゆっくり目
は約490秒（８分10秒），やや速めは約470秒（７分50秒），つまり約８分を
要したわけである。１モーラは0.139～0.145秒。平均的言い方で言えば１
モーラ＝0.143秒，分かりやすく言えば（私は）１秒間に７モーラ発音す
る。
なお今回計測するに当たり，句読がどの程度モーラ速度に影響を与える
かも考慮し，全文60句点，165読点を未知数として連立方程式を立てても，
句読点は０とした方が結果が良いことを知らされた。モーラ語においては
実際の長さに関わりなく，脳内でＣＶを単位とした整数値処理をしている
のであって，アクセント核の位置と同様，実際の音感ではなく，脳内処理
をした結果が音韻として認識されるのだという感をいよいよ深くすること
となった。
私は現代日本語の音韻をＣＳＶＪＲＮＱの形態を１音節とし，ＣＳＶで
１モーラ，Ｊ，Ｒ，Ｎ，Ｑは各１モーラと見るモーラ説を提唱してきた。
以下私の提唱するモーラ説で，酒井氏の文がどの程度まで解析できるかを
見て行く。
まずＣＶ構造について見る。私はＣは14種，ＳＶは13種とするが，ここ
ではワ行・ヤ行をア行の拗音とはせずに単純な直音ＣＶとして扱う。
163回 no 101回 to 93回 ru 90回 ku
89回 ta 87回 wa 79回 ni 77回 si
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73回 cu 70回 te 69回 ga 67回 ka
64回 ko 62回 ci 58回 zu 56回 ki
54回 mo 52回 na 44回 ri，re
37回 de 36回 zi 32回 ra 30回 'a
27回 mi 24回 su 23回 da，sa
22回 'i 20回 'o 19回 ma，ya
16回 go 15回 ba，se，hi 14回 bi，me
13回 mu 12回 bu，so，gu 11回 do，yo
９回 ke ７回 be ６回 hu，'e
４回 ka ３回 pa，ne，zo，ko，'u，gi，ge
１回 po，pu，bo，di（ディ），mu，za
63の枠が使われており，63種2039モーラが使用されている。ＣＶ構造で使
われていないのは，
０回 pi，pe，ti（ティ），tu（トゥ），du（ドゥ），ce（ツェ），
ca（ツァ），co（ツォ），ze，he，ye（イェ），yu，wi（ウィ），
we（ウェ），wo（ウォ）
である。次にＣＳＶ構造は，
19回 sya 17回 ryo 15回 syo ８回 cyo（ちょ）
２回 syu，kyo，kya，hya １回 mya，zya（じゃ），rya
の11枠が使われており，11種68モーラが使用されている。上記ＣＶ構造と
合わせて74種2107モーラが使われている。
次に１音節＝２モーラの例をまとめ，ＣＳＶモーラがどの程度埋められ
て行くかを見てゆく。
長音の例から先に見ることとし，まずＣＶＲ構造は，
18回 yu† ８回 ho‚，yo‚ ６回 to‚，so‚
５回 no‚ ４回 bo‚，cii（ちぃ） ３回 su†
２回 bii，ba„，ma„，sii，ro‚，'ii，cu†（つぅ）
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１回 pe„，po„，bo‚，mii，me„，ma„，mii，me„，na„，zo‚，re‚，hu†（ふぅ）
29種86音節172モーラを使用している。１音節１モーラに出ていなかった
ＣＶは pe憶pe„ yu憶yu† の２枠である。
ＣＳＶＲ構造では
８回 zyo‚（じょう）
７回 cyo‚（ちょう）cyu†（ちゅう）syo‚（しょう）syu†（しゅう）
５回 zyu† ４回 ryo‚
１回 myo‚，myu†，hwii（フィー）
10種48音節96モーラである。うち新枠は
zyo憶zyo‚ cyo憶cyo‚ cyu憶cyu† syo憶syo‚ myo憶myo‚
myu憶myu† hwi憶hwii
の７枠である。
同じく１音節２モーラであるＣＶＪ型とＣＳＶＪ型はＶＪの部分が重母
音となるので，その重母音型の別に従って分類集計する。
ei 24回 tei ７回 hei ６回 sei ５回 mei
２回 dei １回 'ei，nei
７種46音節92モーラ。新枠は he憶hei
ai 12回 dai 11回 kai 10回 nai ９回 tai
７回 sai ４回 bai ２回 hai，rai
１回 zai，pai，mai，'ai
13種66音節132モーラ。新枠は za憶zai
oi ４回 'oi ２回 toi １回 zoi
３種７音節14モーラ。
ui ２回 zui，rui １回 nui，sui，yui
５種７音節14モーラ。
ie ２回 mie １回 'ie
２種３音節６モーラ。
ae １回 'ae，tae
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２種２音節４モーラ。
oe ２回 toe
１種２音節４モーラ。
ia １回 zia，mia，cia（ちあ）
３種３音節６モーラ。
ea ８回 dea ２回 tea
２種10音節20モーラ。
oa １回 moa
１種１音節２モーラ
io ３回 sio １回 zio，rio，cio
４種６音節12モーラ。
ao １回 mao，tao，kao，rao，hao，nao
６種６音節12モーラ。
uo ６回 zuo ２回 kuo，buo １回 ruo，suo
５種12音節24モーラ
ou ５回 mou
１種５音節10モーラ。
以上ＣＶＪ構造（ＣＳＶＪ構造は見当たらぬようである）は54種171音
節342モーラである。新枠は heと zaの２つである。
次に同じく１音節＝２モーラとなるＣＶＮ・ＣＳＶＮ構造，いわゆる撥
音尾音節は
18回 kan 15回 hon 14回 sen，gen 13回 nin
10回 bun ９回 zin，san ８回 sin ７回 zen
６回 kin ５回 ken
４回 ban，min，nen，ken
３回 ten，tan，dan，son，hin，kon
２回 pan，pon，bon，man，den，sun
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１回 bon，mon，ton，nan，zan，van，'in，'en，'an，'on，yon，
wan
ＣＶＮ構造（ＣＳＶＮ構造は見当たらぬようである）は40種186音節372モー
ラである。新枠は ze憶zen。
１音節＝２モーラの最後はＣＶＱ・ＣＳＶＱ型，いわゆる促音尾音節で
ある。
９回 daq ８回 waq ６回 noq ５回 haq
４回 'iq ３回 hiq，waq
２回 paq，miq，zaq，seq，aq，kaq，syuq
１回 moq，doq，neq，naq，ciq，zeq，raq，hoq，yoq，kiq，
gaq，guq
26種64音節128モーラにまとまる。
１音節＝３モーラとなるものについては，当初予測していた型としては
次のような例が出てきた。
ＣＳＶＪＲ １回 cyo‚o（地図帳を）
ＣＶＪＮ １回 rain（ライン）
kuin（索引）
ＣＳＶＪＮ １回 syoin（書院）
ＣＶＪＱ １回 toaq（「ふなずし」とあって）
deaq（～であって）
６種６音節18モーラである。
また当初予測していなかった型としては，
ＣＶＪＪ ２回 taia（リタイア）
１回 seio（可能性を）
gaeo（考えを）
ＣＶＲＪ １回 o‚i（多い），ho‚o（情報を）
１回 tiio（バイタリティーを）
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６種７音節21モーラ，新枠 ti憶tiio という結果になった。
それでは最終集計に入る。
如上の集計表を提示することによって，本稿の目的は達成された。後は
読者の判断次第である。以下蛇足ながら補説を付することとする。
１．既に示した通り，酒井氏の文は3359モーラから成る。それに対して私
が音節に分解し整理して集計した結果は3226モーラであり，93モーラは
集計漏れと言わざるを得ない。このことを以って，本稿に見向きもしな
いのも自由であるし，93／3359＝2.77％であるから本稿を統計的に見て
有意であるとして音節・モーラ論を進めるのも自由である。
２．当初予測できなかった型が，そのまま集計に使われていることをもっ
て本稿の論証を無視することは自由であるが，予想外の21モーラが集計
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ＣＳＶ枠 種 音節数 モーラ数
ＣＶ
ＣＳＶ
ＣＶＲ
ＣＳＶＲ
ＣＶＪ
ＣＶＮ
ＣＶＱ
ＣＳＶＱ
ＣＳＶＪＲ
ＣＶＪＮ
ＣＳＶＪＮ
ＣＶＪＱ
ＣＶＪＪ
ＣＶＲＪ
63
11
＋２
＋７
＋２
＋１
＋１
63
11
29
10
54
40
26
１
１
２
１
２
３
３
2039
68
86
48
171
186
62
２
１
２
１
２
４
３
2039
68
172
96
342
372
124
２
３
６
３
６
12
９
87 247 2675 3266
モーラ数に比して21／3266＝0.643％に過ぎないから大勢に影響は無い
として音説・モーラ論を進めることも自由である。
３．当初予測で考えていなかった型があったことで，私の提唱が無効になっ
たと考えるのは自由であるがいわゆる「引き音節」という考えを葬り去
り，幹母音の後には２つの（あるいはいくつでも）母音が後続して行く
ものと理解し，これからは１音節＝ＣＳＶＪ1Ｊ2ＮＱとすべきだと私が
提唱しているに違いないと推測して音節・モーラ論を進展させることも
自由である。
私が酒井氏の文によって得た成果は
?2832字の文（恐らく400字×７を目指したもの）が約2675音節3266モー
ラから成り立っていること。
?私が従来提唱した１音節＝ＣＳＶＪＲＮＱについて，これに背反する音
節は７音節のみであって，音節では99.73％，モーラについては99.56％
が適合していると言えること。
?１音節＝ＣＳＶＪ1Ｊ2ＮＱとすれば100％の適合であること。
?私の提唱したＣＳＶをＣは14種，ＳＶは13種という考え方によればＣＳ
Ｖ１モーラの枠は14×13＝182枠となる。このうち現実性の少ない合拗
音を大幅に減じた実用枠は138枠であり，『外来語の表記』（1991年内閣
告示）第１表の認める113音は，138枠に含まれている。酒井氏の文に表
われる87音はすべて113音中に含まれている（77％）。
最後に，本稿が成るに当って，勝手に著作を使用し，引用し，分析した
ことについて，酒井順子氏に陳謝と御礼の気持をお伝えしたい。
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